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Christianity grows in China.：中国でキリスト教徒急増中
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4月19日英国テレグラフ紙にTom Philips氏が載せた記事によると、中国でキリスト教徒が急増している。文化大革命（1966年～1977年）が終了した後、中国人人口に占めるreligiosity(信心、信心を持つ者)の割合は急速に増えている。The Immanent Frameレギュラー寄稿者であるFenggang Yangは、2030年までに中国は世界で最もキリスト教徒人数が多いnationになると計算した。浙江省温州巿乐清市柳市に2012年に建設されたメガ・チャーチを報じた後、Philips氏は過去50年間で起きたこのキリスト教修道団体の発展と変遷について語った。
1888年、英国Yorkshire生まれの宣教師で後にOxford大学教授となったWilliam Edward Soothillによって設立されたこのキリスト教修道団体は、この地域のcommunitiesに福音宣教を開始した。
しかし、1949年中華人民共和国が成立し、1950年代後半、毛沢東による粛正とキリスト教弾圧運動に巻き込まれて、浙江省柳市のこの教会は閉鎖を余儀なくされた。
柳市教会は、1966年に文化大革命が始まった後も十年間閉鎖が続いた。中国全土でも礼拝所は破壊された。
1978年、中国政府公認のキリスト教教会として再開された後は、この柳市修道団体は次第に強大なものになっていった。礼拝が、共産党の管理下に置かれることの引き替えに許可され、この柳市教会だけでなく何千もの教会が再開され大きくなっていった。
27才の牧師Shi Xiaoli氏によれば、柳市教会は今日、定常的にミサに参加する者が2800人、一年間に新たに洗礼を受ける者が70人にも上る。5千人を収容し中国最大と称されるこのメガ・チャーチが建設された2012年に、この教区再開は最高潮を迎えた。
「我々の教会は、以前は小さくて見つけるのも難しかったわ。」とMs. Shiは言った。「信者全員が集まるスペースはなかった。特にクリスマスやイースターは非道かった。新しい教会は大きくてどこからでも見えるわ。」

この柳市教会だけではない。雲南 --- さわやかな中国南西部から、遼寧 --- 北東部の産業都市まで、宣教団体は続々と設立されている。中国で毎週日曜日に教会に通う中国人の数は、今や、全欧州でのそうしたキリスト教徒数を超えていると考えられる。
Foreign Policy誌が、中国版ツイッター『新浪微博（Sina Weibo）』を使った最近の研究でもこの事は裏付けられている。それによれば、"God" or "Jesus"を検索してヒットする数は、毛沢東や習近平を検索してヒットする数を上回る。
テレグラフ紙の記事を読みたい方はここ。また、我々Immanent Frameのディスカション、the state of religion in China、また、historical survey of religion in Chinaもお読みください。

「4月19日英国テレグラフ紙にTom Philips氏が載せた記事」も和訳しておこう。
[image: image2.emf]今後15年以内に中国は世界で最もキリスト教徒が多い国になるだろう。
共産主義国である中国のキリスト教徒は確実に増加している。2030年には教会に通う人数が、米国よりも多くなるだろう。

By Tom Phillips, 中国、浙江省温州巿乐清市柳市
2:00PM BST 19 Apr 2014
「エッ?　共産主義国でキリスト教？」。この意外なことを聞いたのは、中国最大の教会での復活祭のことだった。アジア最大のメガ・チャーチに集まった何千人もの人々が、共産党にではなく十字架に向けて信仰宣言の言葉を陳べる中でのことだった。
5千人を収容できる柳市教会、それはウェストミンスター教会の倍の収容能力を誇り、何マイルも離れたところからも見つけられる206フィートの高さの十字架塔を備えるが、これは去年竣工したばかりだ。或る神学者は感嘆していった。「これは奇跡です。こんな小さな町がこんな立派な教会を建てられたなんて。」
この八百万ポンドもの大金をかけた建設は、共産主義国の中国が、地球上最大のキリスト教信徒集団の一つへと変貌していく、首の骨を折りかねない急発進転向を象徴する、目に見える出来事だ。
「イエス・キリストに従うものにとって素晴らしいことです。」目を輝かせてJin Hongxin、40才は、聖週間（復活祭までの一週間）に人々を導く、柳市教会の金の十字架に感嘆した様子で語った。
「もし中国にいる皆がイエスをbelieve inするならば、最早警察交番は必要なくなります。悪い人はいなくなり犯罪もなくなります。」彼女は言い足した。
公式的には、中華人民共和国は無神論国家だが、その13億人の人口は、共産主義も資本主義も供給できなかった「意味」と「精神的心地良さ」を求めて急速に変わりつつある。
1976年、毛沢東が死去し文化大革命が終了したのを契機に、各地の教会が再開され、キリスト教修道団体が急速に数を増やした。
それから40年弱が経ち、多くの識者が、中国は世界一の経済大国になるとともに世界一キリスト教信者の多い国になる態勢が整った、と考えている。
「私の計算によれば、間もなく中国は世界最大のキリスト教国家になるでしょう。」パデュー大学社会学教授で『Religion in China: Survival and Revival under Communist Rule』の著者であるFenggang Yangは言った。
「一世代はかからないでしょう。しかしほとんどの人は、この劇的変化に備えていません。」 

中国のプロテスタント信者達、それは1949年に僅か百万人だったが、今や既に、福音宣教ブームに沸く他国を圧倒している。2010年、プロテスタント信者数は、中国5千8百万人以上、ブラジル4千万人、南アフリカ共和国3千6百万人、とthe Pew Research Centre's Forum on Religion and Public Lifeは伝えている。
Yang教授は、中国におけるReligionに関する主導的研究者だ。彼は、2025年には1億6千万人に信者数が達するとみている。中国は米国以上のキリスト教国になるとみている。2010年米国には1億5千9百万人のプロテスタント信者がいたが、その数は減る傾向にある。 

2030年までには、カトリックを含む中国キリスト教信者数は、2億4千7百万人を超えるだろう。メキシコ、ブラジル、米国を超えて世界最大のキリスト教国家になる、とYang教授は予測している。
「毛沢東はReligionを掃討できると考えていました。やり遂げられると。」　Yang教授は言う。「しかし皮肉なことに、出来なかったどころか、全くの失敗に終わったのです。」
浙江省上海市の南200マイルにあるこの柳市教会は、中国にある多くの教会と同じく、激動の歴史を経験している。
柳市教会は、1886年にWilliam Edward Soothillによって設立された。彼は、Yorktown生まれの宣教師で、その後Oxford大学教授になった。彼が1886年にこの地域で福音宣教を開始した。
しかし1950年代後半までには、毛沢東の暴力的反キリスト教Campaignによるreligion弾圧が苛烈になり、柳市教会は閉鎖を余儀なくされた。
1966年に始まった文化大革命の10年間も、柳市教会は閉鎖されていた。その10年間、中国全土のキリスト教礼拝所は破壊された。
1978年、中国政府公認のキリスト教教会として再開された後は、この柳市修道団体は次第に強大なものになっていった。礼拝が、共産党の管理下に置かれることの引き替えに許可され、この柳市教会だけでなく何千もの教会が再開され大きくなっていった。
27才の牧師Shi Xiaoli氏によれば、柳市教会は今日、定常的にミサに参加する者が2800人、一年間に新たに洗礼を受ける者が70人にも上る。5千人を収容し中国最大と称されるこのメガ・チャーチが建設された2012年に、この教区再開は最高潮を迎えた。
「我々の教会は、以前は小さくて見つけるのも難しかったわ。」とMs. Shiは言った。「信者全員が集まるスペースはなかった。特にクリスマスやイースターは非道かった。新しい教会は大きくてどこからでも見えるわ。」
この柳市教会だけではない。雲南 --- さわやかな中国南西部から、遼寧 --- 北東部の産業都市まで、宣教団体は続々と設立されている。中国で毎週日曜日に教会に通う中国人の数は、今や、全欧州でのそうしたキリスト教徒数を超えていると考えられる。
Foreign Policy誌が、中国版ツイッター『新浪微博（Sina Weibo）』を使った最近の研究でもこの事は裏付けられている。それによれば、"God" or "Jesus"を検索してヒットする数は、毛沢東や習近平を検索してヒットする数を上回る。
中国におけるプロテスタントには、illegalな地下「家内教会」で礼拝する何百万人もの信者も含まれる。その様な地下教会の多くは、中国当局の監視をかいくぐり、共産党員の詮索好きな目を逃れて、個人宅でミサ聖祭が行われている。
この様な地下教会はほとんど、発達しつつある中国人自身による宣教運動に支えられている。外国宣教会が何世紀も目標としてきた、中国人による中国人への宣教が叶ったのだ。そして今、中国宣教団は外国へと、特に、北朝鮮へ宣教隊を送り始めた。自分達の来し方を顧みながら。
「私達は彼等を救いたいのです。しかもそれは、英国や韓国や米国の宣教師よりも私達中国人の宣教師の方が適しているはずです。」そう、中国北部の地下教会のリーダーは話してくれた。名前を伏せる条件で。
このキリスト教の新たな拡大に、中国共産党当局は困惑している。
「教会で育った子供達は直ぐに大人になります。その親たちはその様に信者として大人になった息子や娘をどう扱って良いのか分からないのです。」そう、中国のillegal家内教会の教師は語った。
共産党役員の中には、この様なreligious groupは共産党政府が為しえない社会福祉サービスを行うことができるかもしれないし、しかも同時に、moralの危機、即ち、共産主義でなく「現金」が王となりつつあるというmoralの危機の攻勢を削ぐことが出来る、と主張する者もいる。
この様な意見はちょうど、英国のキャメロン首相が先週発した、「キリスト教は、英国の"spiritual, physical and moral" state を強化するのに役立つ」という発言と一致するのかもしれない。
柳市教会の説教師Ms Shiは、自分達の教会は「愛国的」だと注意深く陳べた後、「私達には二つのmotivationがあります。一つは、福音宣教ミッション。もう一つは、社会サービス。Christianityは社会の平和と安定の維持にも役立つと思います。Godを欠いては、人は自分の放埒を充足することしかしません。」、と語った。
しかしやはり、中国指導層には、このreligious地形が将来どの様な政治的影響を及ぼすのか、また、共産党の権力グリップにどの様な影響を及ぼすのか、危ぶむ声も聞かれる。1982年発布された中国憲法には、市民は"normal religious activities"を行う権利が保障されているのだが…。
結果として、今なお、教会に通う人々には監視の目が張り付いている。牧師や説教師には、定常的にモニターがつき、説教の内容が、共産党が受容できる範囲を逸脱していないか、常にチェックされている。
柳市教会には、天上から館内テレビカメラが吊されていて、聖書朗読台を真正面から監視している。
「彼等党員は共産主義的に「司牧」を行いたいのでしょう。人々に、共産主義の実践をトレーニングしたいのです。」と、先ほどの地下教会牧師は語った。彼は、国家管理教会ではしばしば、聖書の政府転覆をあおる様な記述の朗読を避ける傾向がある、とも語った。例えば、旧約聖書にある、追放されたダニエルが自身のgodでなく王を崇めろとの命令を拒否する場面は、"very dangerous"と見なされる、と付け加えた。
この様に恐れをいだくのは全く分からない、というわけでもない。この四月初旬、東のエルサレムと称される浙江省温州市で、教会の破壊を中国政府が強要した際は、数千人の群衆が教会を防衛し、キリスト教の勢力拡大を見せつけた。共産党役員達は、信者達のこの様な抵抗運動に直面して、当初の計画を後退させて、教会の指導層に譲歩する交渉に切り替えた模様だ。
「彼等は教会を信用していません。しかし彼等は、我慢して受け入れるしかないのです。何故なら教会は急速に成長しているからです。」教会の指導者は語った。「信徒数は増加しています。彼等はあらがえません。彼等は7千万人の信者を敵に回すことなど出来ないはずです。」
先ほどの地下教会の指導者は、共産党政府役員の多くは、religionを「病気」、治療されるべき病気だと見なしていると語った。この地下教会指導者の意見にYang教授も同意し、政府が潜在的な威嚇を行っているとした。
共産党政権は、「依然として、キリスト教が政敵となるのかどうか計りかねている」、そして、「西洋勢力によって、共産党政治体制の転覆に」使われるのではないかと恐れている、とYang教授は語った。
中国のキリスト教会は、今後10年間、激化する戦いに直面するだろう。何故なら、共産党政権がキリスト教拡大の息の根を止めたいと望むからだ。この様にYang教授は予測する。「政府側には、教会をコントロールしようとする人々がいる。恐らく今後、彼等は最後の攻撃を仕掛けてくるだろう。」
案の定というか、この事態に共産党政権当局は眉をひそめた様だ。NHKの夜の七時のニュースで、次の様な報道がなされた。

中国当局がキリスト教会取り壊し
2014年4月29日 19時37分　NHKの夜の七時のニュース
[image: image3.emf]キリスト教徒が急増している中国では、行政当局が、違法建築という理由で大勢の信徒が反対するなかで教会の建物を取り壊すなどの動きが相次いでおり、今後、キリスト教への圧力が強まるのではないかという懸念が出ています。

中国では、貧富の格差などさまざまな社会問題を背景に、都市部と農村部の双方で、キリスト教徒が急増し、その数は１億人に上るともみられています。
このうち、特に信徒が多い沿海部の浙江省温州では、地元当局が信徒の寄付で建設され完成間近だった教会を、違法建築だとして大勢の警察官を動員したうえ重機を使って２９日までに取り壊しました。
教会には、取り壊しに反対する信徒３０００人近くが集まり、礼拝を行ったり賛美歌を歌ったりして取り壊さないよう訴えましたが、信徒らによりますと、教会の代表者が連行されたということです。
さらに浙江省の台州や舟山でも、教会の十字架を取り外すなどの動きが出ています。これに対して、浙江省側は、違法建築の撤去は去年から進めているもので、国有企業なども含まれ、特定の宗教を対象にしていないとしています。
中国政府は、当局の管理を超えてキリスト教が広がることは、共産党の政権基盤を揺るがしかねないと警戒しており、教会の取り壊しという極めて異例な措置をきっかけに今後、キリスト教への圧力が強まるのではないかという懸念が出ています。
齋藤感想：

昨今のPresidentオバマは、米国をPreside（取り仕切る）しているとはとても言えないが、習近平も中国を取り仕切っているとは言えない様だ。先週号といい今週号といい、どうやら、世界のGDP二大大国を取り仕切っているのは、キリスト教の様な気がしてきた。

　キリスト教の考え方には、経済を活性化させる有効成分が多く含まれているのだろう。「カエサルのものはカエサルに、神のものは神に」ではないが、もともと双発エンジンの社会経済を想定しているキリスト教による経済運営は、国家経済だけに頼る経済運営とは、馬力が違うのかもしれない。そう考えてくると、GDPが20年間停滞したままの日本に処方すべき妙薬は、「キリスト教導入」なのかもしれない．．．。

　今週は以上。来週も乞うご期待。
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